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RH850/U2B24 

TAUJ動作例 

要旨 

本アプリケーションノートは、RH850/U2B24のタイマアレイユニット J（TAUJ）を使用した PWM 波形

出力例（Standard PWM）や入力パルス幅の測定例について説明します。 

本アプリケーションノートに掲載されている動作例は動作確認済みですが、実際にご使用になる場合には、

必ず動作環境を確認の上ご使用くださいますようにお願いします。 

 

動作確認デバイス 

この資料は、RH850/U2B24に適用されます。 
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1. Standard PWM 

1.1 概要 

本章では TAUJ のチャネル連動動作機能の 1 つである PWM出力機能を使用して、Standard PWM出力を

行う方法について説明します。PWM出力機能ではマスタチャネルと複数のスレーブチャネルを使用すること

で、複数の PWM出力を生成することができます。PWM周期はマスタチャネルで設定します。デューティは

スレーブチャネルで設定します。 

本動作例では TAUJ を 2チャネル（マスタとスレーブ 1チャネル）使用し、1 つの端子から PWM波形を出

力させます。また割り込みを使用することで PWM波形の周期とデューティを連続的に変化させる方法を示

します。 

図 1-1に Standard PWM 出力の概要図を示します。 

 

 

図 1-1 概要図 

 

1.2 使用機能の動作条件 

本動作例で使用する機能の動作条件を以下に示します。 

 

表 1-1 ポート設定 

項目 内容 

使用ポート P31_11：TAUJ2O2 

 

表 1-2 タイマ TAUJ 設定 

項目 内容 

使用機能 チャネル連動動作機能の PWM出力機能 

TAUJ への供給クロック 高速周辺クロック（80MHz） 

マスタチャネル タイマチャネル 0：PWM 周期を制御 

スレーブチャネル タイマチャネル 2：デューティを制御 

タイマ動作クロック プリスケーラ出力 CK0=（80MHz）/ 1 

 

表 1-3 割り込み設定 

項目 内容 

割り込み方式 テーブル参照方式 

INTTAUJ2I0 割り込み 有効（優先度 7） 

 



RH850/U2B24 TAUJ動作例 

R01AN6636JJ0100  Rev.1.00  Page 3 of 21 

Mar.25.22  

1.3 動作説明 

本動作例では PWM 波形の周期、デューティを連続して変更する方法を示します。 

表 1-4に本動作例で使用する出力波形パターンを示します。図 1-2 に出力波形を示します。 

 

表 1-4 PWM 出力波形パターン 

パターン

No. 
周期 デューティ 

1 50us 12.5us 

2 50us 18.75us 

3 50us 25us 

4 75us 12.5us 

5 75us 25us 

 

 

 

図 1-2 出力波形 
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図 1-2の動作は PWM周期開始時に発生する割り込みで、ソフトウェアにより次周期の PWM 波形の周期/

デューティを変更することで実現しています。図 1-3 に PWM波形出力を（周期 Ta：デューティ Da）⇒（周

期 Tb：デューティ Db）⇒…と変化させていく例について、ハードウェア処理とソフトウェア処理に分けて説

明します。 

 

 

図 1-3 動作原理図 
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1.4 ソフトウェア説明 

表 1-5～表 1-7に本動作例で使用する各レジスタの設定例を示します。 

 

表 1-5 TAUJ レジスタの設定例 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

TAUJ2チャネルストッ

プトリガレジスタ

（TAUJ2TT） 

0xFFE80058 0x05 各チャネルのカウンタ動作を停止します。 

TAUJ2TT3, 1 0x0：機能なし 

TAUJ2TT2, 0 0x1：カウンタ動作を停止 

TAUJ2プリスケーラク

ロック選択レジスタ

（TAUJ2TPS） 

0xFFE80090 0x0000 PCLK プリスケーラの全チャネルの CK0、

CK1、CK2、CK3_PRE クロックを指定するレ

ジスタです。 

TAUJ2PRS3-0[3:0] 0x0：PCLK/20 

TAUJ2プリスケーラ

ボーレート設定レジス

タ（TAUJ2BRS） 

0xFFE80094 0x00 プリスケーラクロック CK3 の分周係数を指定

するレジスタです。 

TAUJ2BRS[7:0] 0x0：CK3_PRE/1 

TAUJ2チャネルモード

OSレジスタ 

（TAUJ2CMOR0） 

0xFFE80080 0x0801 Controls the behavior of channel 2 

TAUJ2CKS[1:0] 0x0 : Operating clock CK0 

TAUJ2CCS[1:0] 0x0：TAUJnCMORm. 

TAUJnCKS[1:0]で指定

した動作クロック 

TAUJ2MAS    0x1：マスタチャネル 

TAUJ2STS[2:0] 0x0：ソフトウェアトリガ 

TAUJ2MD[4:0]  0x1：インターバルタイマモー

ド、カウント動作開始時 

INTTAUJnIm を出力する 

TAUJ2チャネルモード

ユーザレジスタ 

（TAUJ2CMUR0） 

0xFFE80020 0x00 TAUJnTTINm 入力で使用される有効エッジ検

出のタイプを指定します。 

TAUJ2TIS[1:0] 0x0：立ち下がりエッジ 

TAUJ2チャネルデータ

レジスタ 

（TAUJ2CDR0） 

0xFFE80000 0x0F9F 

0x176F 

TAUJ2CNT0のダウンカウント初期値 

TAUJ2チャネルモード

OSレジスタ 

（TAUJ2CMOR2） 

0xFFE80088 0x0409 チャネル 2 の動作を制御します。 

TAUJ2CKS[1:0] 0x0：動作クロック CK0 

TAUJ2CCS[1:0] 0x0：TAUJnCMORm. 

TAUJnCKS[1:0]で指定

した動作クロック 

TAUJ2MAS    0x0：スレーブチャネル 

TAUJ2STS[2:0] 0x4：マスタチャネルの

INTTAUJnIm がスター

トトリガ 

TAUJ2MD[4:0]  0x9：ワンカウントモード、カ

ウント中のスタートト

リガ検出を許可 

TAUJ2チャネルモード

ユーザレジスタ 

（TAUJ2CMUR2） 

0xFFE80028 0x00 TAUJnTTINm 入力で使用される有効エッジ検

出のタイプを指定します。 

TAUJ2TIS[1:0] 0x0：立ち下がりエッジ 
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レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

TAUJ2チャネルデータ

レジスタ 

（TAUJ2CDR2） 

0xFFE80008 0x03E7 

0x05DB 

0x07CF 

TAUJ2CNT2のダウンカウント初期値 

TAUJ2チャネル出力許

可レジスタ 

（TAUJ2TOE） 

0xFFE80060 0x00 ソフトウェア制御のチャネル単体出力モード

を許可/禁止します。 

※チャネル出力設定を行う前にチャネル出力

を禁止します。 

TAUJ2TOE3-0   0x0：タイマ単体出力機能を

禁止 

0x04 ソフトウェア制御のチャネル単体出力モード

を許可/禁止します。 

※チャネル出力設定が終了した後、必要なチャ

ネル出力を許可します。 

TAUJ2TOE3, 1-0 0x0：タイマ単体出力機能を

禁止 

TAUJ2TOE2     0x1：タイマ単体出力機能を

許可 

TAUJ2チャネル出力レ

ジスタ 

（TAUJ2TO） 

0xFFE8005C 0x00 TAUJnTTOUTm レベルを指定およびリードし

ます。 

TAUJ2TO3-0   0x0：ロウレベル 

TAUJ2チャネル出力

モードレジスタ 

（TAUJ2TOM） 

0xFFE80098 0x04 各チャネルの出力モードを指定します。 

TAUJ2TOM2    0x1：チャネル連動動作 

TAUJ2TOM3, 1-0 0x0：チャネル単体動作 

TAUJ2チャネル出力コ

ンフィギュレーション

レジスタ 

（TAUJ2TOC） 

0xFFE8009C 0x00 TAUJnTOMm とともに各チャネルの出力モー

ドを指定します。 

TAUJ2TOC3-0  0x0：動作モード 1 

TAUJ2チャネル出力ア

クティブレベルレジス

タ 

（TAUJ2TOL） 

0xFFE80064 0x00 チャネル出力ビット（TAUJnTO.TAUJnTOm）

の出力論理を指定します。 

TAUJ2TOL3-0 0x0：正論理（アクティブハイ） 

TAUJ2チャネルリロー

ドデータ許可レジスタ 

（TAUJ2RDE） 

0xFFE800A0 0x05 データレジスタ TAUJnCDRm/TAUJnTOLm 

の一斉書き換えを許可/禁止します。 

TAUJ2RDE3, 1 0x0：一斉書き換え禁止 

TAUJ2RDE2, 0 0x1：一斉書き換え許可 

TAUJ2チャネルリロー

ドデータモードレジス

タ 

（TAUJ2RDM） 

0xFFE800A4 0x00 一斉書き換え制御信号を発生させるタイミン

グを選択します。 

TAUJ2RDM3-0 0x0：マスタチャネルのカウン

タがカウントを開始したとき 

TAUJ2チャネルスター

トトリガレジスタ 

（TAUJ2TS） 

0xFFE80054 0x05 各チャネルのカウンタ動作を許可します。 

TAUJ2TS3, 1 0x0：機能なし 

TAUJ2TS2, 0 0x1：カウンタ動作を許可し、

TAUJnTE.TAUJnTEm = 1 を設定 

TAUJ2 チャネルリロー

ドデータトリガレジス

タ 

（TAUJ2RDT） 

0xFFE80068 0x05 一斉書き換え許可状態をトリガするレジスタ

です。 

TAUJ2RDT3, 1 0x0：機能なし 

TAUJ2RDT2, 0 0x1：一斉書き換え許可フラグ

（TAUJnRSFm）を“1”とし、一斉書き換え

トリガ待ち状態となります 
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表 1-6 ポートレジスタの設定例 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

ポートコントロールレ

ジスタ 

（PCR31_11） 

0xFFD927EC 0x0000004E 1 端子の全機能を設定可能です。 

PUCC,PDSC 0x0：ドライブ強度 5 very low 

PBDC       0x0：双方向モードを禁止 

PIBC        0x0：入力バッファ禁止 

PMC        0x1：兼用モード 

PIPC        0x0：S/W 入出力制御 

PM         0x0：出力モード（出力許可） 

PFCEAE,PFCAE, 

PFCE,PFC 0xE：兼用出力モード 15

（ALT-OUT15） 

 

表 1-7 割り込み制御レジスタの設定例 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

EI レベル割り込み制御

レジスタ 960（EIC960） 

0xFFF80780 0x0047 EI レベル INT の要因ごとに用意され、各要因

の割り込み制御条件を設定します。 

EIMKn  0x0：割り込み処理許可 

EITBn 0x4：テーブル参照方式 

EIPn  0x7：優先度 7 
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表 1-8～表 1-10に本動作例で使用する関数、変数、定数一覧を示します。 

 

表 1-8 関数一覧 

関数名 概要 

main_pe0 各関数の呼び出しを行います。 

system_control_init 
TAUJ2のクロックソースの選択、モジュールの起動を行

います。 

int_init 割り込み機能(INTTAUJ2I0)を設定します。 

port_init P31_11端子を TAUJ2O2 機能に設定します。 

tauj_init TAUJ2の初期設定を行います。 

pwm_start 
PWM出力用のタイマ TAUJ2 CH0と CH2をスタートさ

せます。 

pwm_update_duty 

TAUJ2の CH0 のカウント開始（PWM周期の開始）ご

とに発生する割り込み処理です。 

PWM周期とデューティを変更します。 

 

表 1-9 変数一覧 

変数名 概要 

mode cnt_table配列読み出し用のインデックス 

 

表 1-10 定数一覧 

定数名 概要 

cnt_table [5][2] PWM周期とデューティの設定値配列 
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1.5 動作フロー 

図 1-4に本動作例の動作フローを示します。 

 

 

図 1-4 動作フロー(1/3) 

 

 

図 1-4 動作フロー(2/3) 
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図 1-4 動作フロー(3/3) 
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2. パルス信号生成とハイレベル幅の測定 

2.1 概要 

本章では、TAUJ のチャネル単体動作機能であるインターバルタイマ機能を使用したパルス信号の生成、

及び TAUJnTTINm入力信号幅測定機能を使用したパルスのハイレベル幅測定について説明します。 

図 2-1に本動作例の概要図を示します。 

本動作例では測定対象のパルス信号を TAUJ のインターバルタイマ機能で生成し、TAUJ2O2 端子から出力

します。このパルス信号を TAUJ2I0端子に入力し、TAUJnTTINm 入力信号幅測定機能を使用することで、

ハイレベル幅を測定します。 

 

 

図 2-1 概要図 
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2.2 使用機能の動作条件 

本動作例で使用する機能の動作条件を以下に示します。 

 

表 2-1 ポート設定 

項目 内容 

使用ポート 
P34_1：TAUJ2I0 

P31_11：TAUJ2O2 

 

表 2-2 タイマ TAUJ 設定 

項目 内容 

使用機能 

タイマチャネル 0：TAUJnTTINm 入力信号幅測定機能 

タイマチャネル 2：インターバルタイマ機能 

         （パルス信号生成） 

TAUJ への供給クロック 高速周辺クロック（80MHz） 

タイマ動作クロック プリスケーラ出力 CK0=（80MHz）/ 1 

 

表 2-3 割り込み設定 

項目 内容 

割り込み方式 テーブル参照方式 

INTTAUJ2I0 割り込み 有効（優先度 15） 
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2.3 動作説明 

インターバルタイマ機能は、一定間隔で TAUJnTTOUTm 信号をトグルさせ、パルス信号を生成します。 

TAUJnTTINm入力信号幅測定機能は、TAUJnTTINm の立ち上がりエッジでカウントをスタートし、立ち

下りエッジでカウント値をキャプチャすることで、TAUJnTTINm の信号幅を測定できます。 

図 2-2にパルス信号生成及びハイレベル幅測定の動作原理を、ハードウェア処理とソフトウェア処理に分

けて説明します（本動作例ではハイレベル幅 205us のパルス信号を生成し、その時間を測定する場合を例と

しています）。 

 

 

図 2-2 動作原理図 
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2.4 ソフトウェア説明 

表 2-4～表 2-6に本動作例で使用する各レジスタの設定例を示します。 

 

表 2-4 TAUJ レジスタの設定例 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

TAUJ2チャネルストッ

プトリガレジスタ

（TAUJ2TT） 

0xFFE80058 0x05 各チャネルのカウンタ動作を停止します。 

TAUJ2TT3, 1  0x0：機能なし 

TAUJ2TT2, 0  0x1：カウンタ動作を停止 

TAUJ2プリスケーラク

ロック選択レジスタ

（TAUJ2TPS） 

0xFFE80090 0x0000 PCLK プリスケーラの全チャネルの CK0、

CK1、CK2、CK3_PRE クロックを指定するレ

ジスタです。 

TAUJ2PRS3-0[3:0]  0x0：PCLK/20 

TAUJ2プリスケーラ

ボーレート設定レジス

タ（TAUJ2BRS） 

0xFFE80094 0x00 プリスケーラクロック CK3 の分周係数を指定

するレジスタです。 

TAUJ2BRS[7:0] 0x0：CK3_PRE/1 

TAUJ2チャネルモード

OSレジスタ 

（TAUJ2CMOR2） 

0xFFE80088 0x0001 チャネル 2 の動作を制御します。 

TAUJ2CKS[1:0] 0x0：動作クロック CK0 

TAUJ2CCS[1:0] 0x0：TAUJnCMORm. 

TAUJnCKS[1:0]で指定

した動作クロック 

TAUJ2STS[2:0] 0x0：ソフトウェアトリガ 

TAUJ2MD[4:0]  0x1：インターバルタイマモー

ド、カウント動作開始時 

INTTAUJnIm を出力す

る 

TAUJ2チャネルモード

ユーザレジスタ 

（TAUJ2CMUR2） 

0xFFE80028 0x00 TAUJnTTINm 入力で使用される有効エッジ検

出のタイプを指定します。 

TAUJ2TIS[1:0] 0x0：立ち下がりエッジ 

(使用しないため”0”を設

定) 

TAUJ2チャネルデータ

レジスタ 

（TAUJ2CDR2） 

0xFFE80008 0x400F TAUJ2CNT2のダウンカウント初期値 
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レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

TAUJ2チャネルモード

OSレジスタ 

（TAUJ2CMOR0） 

0xFFE80080 0x020C チャネル 0 の動作を制御します。 

TAUJ2CKS[1:0] 0x0：動作クロック CK0 

TAUJ2CCS[1:0] 0x0：TAUJnCMORm. 

TAUJnCKS[1:0]で指定

した動作クロック 

TAUJ2STS[2:0] 0x2：TAUJnTTINm 入力信号

の有効エッジをスター

トトリガ、逆エッジをス

トップトリガとして使

用 

TAUJ2COS[1:0] 0x0：TAUJnCDRm は

TAUJnTTINm 入力有効

エッジを検出すると更

新 

TAUJnCSRm. 

TAUJnOVF ビットは

TAUJnTTINm 入力有効

エッジを検出すると更

新（クリアまたはセッ

ト） 

TAUJ2MD[4:0]  0xC：キャプチャ＆ワンカウ

ントモード 

TAUJ2チャネルモード

ユーザレジスタ 

（TAUJ2CMUR0） 

0xFFE80020 0x03 TAUJnTTINm 入力で使用される有効エッジ検

出のタイプを指定します。 

TAUJ2TIS[1:0] 0x3：両エッジ検出（ハイレベ

ル幅測定選択） 

TAUJ2チャネル出力許

可レジスタ 

（TAUJ2TOE） 

0xFFE80060 0x00 ソフトウェア制御のチャネル単体出力モード

を許可/禁止します。 

※チャネル出力設定を行う前にチャネル出力

を禁止します。 

TAUJ2TOE3-0 0x0：タイマ単体出力機能を禁

止 

0x04 ソフトウェア制御のチャネル単体出力モード

を許可/禁止します。 

※チャネル出力設定が終了した後、必要なチャ

ネルのみ出力を許可します。 

TAUJ2TOE3, 1-0 0x0：タイマ単体出力機能を

禁止 

TAUJ2TOE2     0x1：タイマ単体出力機能を

許可 

TAUJ2チャネル出力

モードレジスタ 

（TAUJ2TOM） 

0xFFE80098 0x00 各チャネルの出力モードを指定します。 

TAUJ2TOM3-0 0x0：チャネル単体動作 

TAUJ2チャネル出力コ

ンフィギュレーション

レジスタ 

（TAUJ2TOC） 

0xFFBE8009C 0x00 TAUJnTOMm とともに各チャネルの出力モー

ドを指定します。 

TAUJ2TOC3-0  0x0：動作モード 1 
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レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

TAUJ2チャネル出力ア

クティブレベルレジス

タ 

（TAUJ2TOL） 

0xFFE80064 0x00 チャネル出力ビット（TAUJnTO.TAUJnTOm）

の出力論理を指定します。 

TAUJ2TOL3-0 0x0：正論理（アクティブハイ） 

TAUJ2チャネルリロー

ドデータ許可レジスタ 

（TAUJ2RDE） 

0xFFE800A0 0x00 データレジスタ TAUJnCDRm/TAUJnTOLm 

の一斉書き換えを許可/禁止します。 

TAUJ2RDE3-0 0x0：一斉書き換え禁止 

TAUJ2チャネルリロー

ドデータモードレジス

タ 

（TAUJ2RDM） 

0xFFE800A4 0x00 一斉書き換え制御信号を発生させるタイミン

グを選択します。 

TAUJ2RDM3-0 0x0：マスタチャネルの 

カウンタがカウントを開始したとき 

TAUJ2チャネルスター

トトリガレジスタ 

（TAUJ2TS） 

0xFFE80054 0x05 各チャネルのカウンタ動作を許可します。 

TAUJ2TS3, 1 0x0：機能なし 

TAUJ2TS2, 0 0x1：カウンタ動作を許可し、

TAUJnTE.TAUJnTEm = 1 を設定 
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表 2-5 ポートレジスタの設定例 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

デジタルノイズ除去コ

ントロールレジスタ

（DNFACTL_TAUJ2） 

0xFFED1600 0x00 DNFの特性を指定します。 

NFSTS[2:0] 0x0：デジタルノイズ除去サンプリ

ング回数 2 回 

PRS[2:0]   0x0：サンプリングクロック供給/1 

デジタルノイズ除去有

効設定レジスタ

（DNFAEN_TAUJ2） 

0xFFED1604 0x0001 NFENH7-0 0x0：デジタルノイズ除去を無効に

する 

NFENL7-1 0x0：デジタルノイズ除去を無効に

する 

NFENL0  0x1：デジタルノイズ除去を許可す

る 

ポートコントロールレ

ジスタ 

（PCR31_11） 

0xFFD927EC 0x0000004E 1 端子の全機能を設定可能です。 

PUCC,PDSC 0x0：ドライブ強度 5 very low 

PBDC       0x0：双方向モードを禁止 

PIBC        0x0：入力バッファ禁止 

PMC        0x1：兼用モード 

PIPC        0x0：S/W 入出力制御 

PM         0x0：出力モード（出力許可） 

PFCEAE,PFCAE, 

PFCE,PFC 0xE：兼用出力モード 15

（ALT-OUT15） 

ポートコントロールレ

ジスタ 

（PCR34_1） 

0xFFD92884 0x0000005E 1 端子の全機能を設定可能です。 

PUCC,PDSC 0x0：ドライブ強度 5 very low 

PBDC       0x0：双方向モードを禁止 

PIBC        0x0：入力バッファ禁止 

PMC        0x1：兼用モード 

PIPC        0x0：S/W 入出力制御 

PM         0x1：入力モード（出力禁止） 

PFCEAE,PFCAE, 

PFCE,PFC 0xE：兼用入力モード 15

（ALT-IN15） 

 

表 2-6 割り込み制御レジスタの設定例 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

EI レベル割り込み制御

レジスタ 960（EIC960） 

0xFFF80780 0x004F EI レベル INT の要因ごとに用意され、各要因

の割り込み制御条件を設定します。 

EIMKn  0x0：割り込み処理許可 

EITBn 0x4：テーブル参照方式 

EIPn  0xF：優先度 15 

 

 

 



RH850/U2B24 TAUJ動作例 

R01AN6636JJ0100  Rev.1.00  Page 18 of 21 

Mar.25.22  

表 2-7～表 2-8に本動作例で使用する関数、変数一覧を示します。 

 

表 2-7 関数一覧 

関数名 概要 

main_pe0 各関数の呼び出しを行います。 

system_control_init 
TAUJ2のクロックソースの選択、モジュールの起動を行

います。 

int_init 割り込み機能(INTTAUJ2I0)を設定します。 

port_init 
P31_11端子を TAUJ2O2 機能に、P34_1を TAUJ2I0機

能に、それぞれ設定します。 

tauj_init TAUJ2の初期設定を行います。 

tauj_cnt_start 
パルス波形出力用のタイマ TAUJ2 CH2 とパルス幅測定

用の CH0をスタートさせます。 

pulse_measure 

TAUJ2の CH0 がパルス幅をキャプチャすると発生する

割り込み処理です。 

パルス幅、オーバフローの有無を保存します。 

 

表 2-8 変数一覧 

変数名 概要 

pulsewidth 計測したパルス信号のハイレベル幅を保存 

overflow 
ハイレベル幅計測時のカウンタオーバフロー発生有無

を保存 
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2.5 動作フロー 

図 2-3に本動作例の動作フローを示します。 

 

 

図 2-3 動作フロー(1/3) 

 

 

図 2-3 動作フロー(2/3) 
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図 2-3 動作フロー(3/3) 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテク

ニカルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 

CMOS 製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS 製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保

存の際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアース

を施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS 製品を実装したボードについても同様の扱い

をしてください。 

2. 電源投入時の処置 

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部リ

セット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオンリセッ

ト機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. 電源オフ時における入力信号 

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入によ

り、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」についての記

載のある製品は、その内容を守ってください。 

4. 未使用端子の処理 

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっ

ています。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識

されて誤動作を起こす恐れがあります。 

5. クロックについて 

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後

に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定した

後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先

のクロックが十分安定してから切り替えてください。 

6. 入力端子の印加波形 

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS 製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）から

VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH（Min.）

までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領域）

があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

8. 製品間の相違について 

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッシュ

メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品性および特定目

的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。 
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